
市　議　会　だ　よ　り　　４こだいら平成１９年（２００７年）７月２９日

一般質問

市政市政をを
問問 うう

（政和）＝政和会

（公明）＝市議会公明党

（フォ）＝フォーラム小平

（共産）＝日本共産党小平市議団

（緑ネ）＝緑・ネット
����������������

　議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、また
所信をただすことです。適正な行政運営を行
う上で、その役割は重要です。ここでは、２４
人の議員からの質問のうち、１人３件までそ
の要旨を掲載しました。

一般質問とは

　

③
多
摩　

市
に
お
け
る
証
明
書
自

２６

動
交
付
機
の
発
行
状
況
は
。

　

④
自
動
交
付
機
を
増
設
し
て
は
。

市
長　

①
施
設
改
修
な
ど
の
整
備
が

必
要
と
な
る
た
め
、
今
後
の
検
討
課

題
と
考
え
る
。

　

②
平
成　

年
度
中
の
導
入
を
計
画

２１

し
て
い
る
。

　

③
設
置
し
て
い
る　

市
中
、
住
民

１３

票
の
写
し
と
印
鑑
証
明
書
は　

市
、

１３

納
税
証
明
書
が
５
市
、
戸
籍
の
記
録

事
項
証
明
書
が
１
市
と
な
っ
て
い
る
。

　

④
必
要
性
の
検
討
も
含
め
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
努
め
た
い
。

も
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

　

②
導
入
方
法
が
決
定
し
た
段
階
で

は
、
事
前
に
市
内
業
者
に
対
し
て
周

知
期
間
を
設
け
る
な
ど
、
具
体
的
な

情
報
提
供
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

 
華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

①
宣
言

に
対
す
る
市
民
か
ら
の
声
は
。

　

②
戦
前
、
戦
中
の
小
平
市
を
ど
の

よ
う
に
語
り
継
い
で
い
く
の
か
。

　

③
戦
前
、
戦
中
の
書
物
や
遺
品
な

ど
を
常
時
展
示
す
る
考
え
は
。

市
長　

①
賛
意
や
、
そ
れ
と
は
異
な

る
立
場
か
ら
の
意
見
が
あ
る
。

教
育
長　

②
市
発
行
の
「
小
平
市　
３０

年
史
」
に
軍
ま
た
は
軍
関
連
施
設
が

市
内
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
や
、
空
襲

の
様
子
等
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。

ま
た
、
中
学
校
社
会
科
副
読
本
に
戦

争
体
験
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

③
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
平
成

　

年
度
か
ら
開
始
し
た
市
民
活
動
支

１８援
公
募
事
業
の
内
容
と
評
価
は
。

　

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
に
お

け
る
市
民
等
と
の
協
働
シ
ス
テ
ム
を
、

子
育
て
支
援
な
ど
他
の
分
野
で
も
活

用
で
き
な
い
か
。

　

③
公
民
館
保
育
で
の
注
意
点
は
。

市
長　

①
講
演
会
や
落
ち
葉
か
ら
の

堆
肥
づ
く
り
な
ど
多
様
な
事
業
が
あ

り
、
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
事
業
に

補
助
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　

②
研
究
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

③
保
育
担
当
者
同
士
の
意

見
交
換
や
情
報
交
換
の
中
で
、
安
全

性
を
確
保
し
適
切
な
保
育
を
行
う
よ

う
万
全
の
注
意
を
図
っ
て
い
る
。

小
平
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

市

民

協

働

・

市

民

と

の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
進
ん
だ
の
か

 
藤
原
哲
重
議
員
（
フ
ォ
）　

①
自
治

会
の
組
織
率
と
加
入
世
帯
数
は
。

　

②
自
治
会
活
動
の
報
告
や
予
算
決

算
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

③
自
治
会
活
動
を
活
発
に
さ
せ
る

た
め
の
支
援
策
は
。

市
長　

①
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、

１９

組
織
率
は
約　

％
で
、
世
帯
数
は
約

４５

３
万
５
千
４
百
世
帯
で
あ
る
。

　

②
交
付
金
の
交
付
申
請
手
続
の
際
、

収
支
報
告
と
実
施
事
業
の
概
略
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

③
自
主
的
な
活
動
を
奨
励
す
る
趣

旨
か
ら
事
務
交
付
金
を
交
付
し
て
い

る
。
さ
ら
に
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て

支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

①
西
部

地
域
の
住
民
が
感
じ
て
い
る
地
域
間

格
差
に
対
す
る
考
え
は
。

　

②
副
市
長
２
人
が
東
西
の
地
域
を

担
当
す
る
体
制
を
と
れ
な
い
か
。

　

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
運

行
で
き
な
い
地
域
の
基
準
は
。

市
長　

①
格
差
は
な
い
と
考
え
る
。

　

②
副
市
長
は
各
担
当
事
務
を
通
じ

地
域
の
課
題
等
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
、
現
在
は
そ
の
職
務
に

専
念
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

　

③
基
準
は
設
け
て
い
な
い
。今
後
、

各
地
域
で
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が

連
携
・
協
力
し
て
運
行
ル
ー
ト
な
ど

を
計
画
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

 
宮 

照
夫
議
員
（
政
和
）　

①
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
状
況
は
。

　

②
戸
籍
の
電
算
化
計
画
は
。

自

治

会

組

織

の

活
性
化
策
に
つ
い
て

地
域
間
格
差
を
な
く
す
る
た
め
に

努

力

し

て

ほ

し

い

市
の
窓
口
改
善
等
に
つ
い
て

﨑

市
で
も
既
に
実
施
し
て
い
る
が
、
常

に
情
報
収
集
に
は
努
め
て
い
る
。

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
選
挙

速
報
の
発
表
方
法
と
シ
ス
テ
ム
の
あ

り
方
は
。ま
た
電
子
投
票
の
考
え
は
。

　

②
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
導
入
計
画
は
。

　

③
情
報
漏
え
い
防
止
シ
ス
テ
ム
は

完
璧
に
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

①
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し
て
お
り
、

今
後
ア
ク
セ
ス
の
集
中
に
対
応
で
き

る
サ
ー
バ
ー
機
器
の
選
定
等
を
検
討

す
る
。
電
子
投
票
は
シ
ス
テ
ム
の
信

頼
性
が
向
上
す
る
ま
で
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

市
長　

②
平
成　

年
度
中
の
稼
動
を

２１

目
指
し
て
い
る
。

　

③
今
後
も
で
き
る
限
り
の
防
止
対

策
を
実
施
す
る
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

①
総
合

評
価
方
式
を
採
用
す
べ
き
と
以
前
一

般
質
問
を
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。

　

②
こ
の
方
式
を
採
用
す
る
に
当
た

っ
て
の
市
の
方
針
は
。

市
長　

①
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な

進
捗
は
な
い
が
、
本
年
度
か
ら
国
や

都
等
の
動
向
や
導
入
効
果
の
検
証
等

近
未
来
ど
う
な
る

小
平
市
電
子
市
役
所

入

札

制

度

に

お

け

る

総
合
評
価
方
式
の
検
討
に
つ
い
て

　

②
国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
に

は
影
響
が
な
い
が
、
保
育
料
は
本
年

度
定
率
減
税
の
縮
小
で
若
干
の
影
響

が
あ
っ
た
。

　

③
税
の
負
担
軽
減
策
は
税
法
上
不

適
切
と
考
え
る
が
、
減
免
制
度
は
市

報
等
で
周
知
し
た
い
。

 
浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
市
で

収
受
し
て
い
た
時
期
の
年
金
記
録
は

残
さ
れ
て
い
る
か
。

　

②
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
年
金
相

談
セ
ン
タ
ー
誘
致
状
況
は
。

　

③
市
で
年
金
記
録
問
題
に
対
す
る

相
談
窓
口
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
平
成　

年
度
ま
で
の
納
付

１３

記
録
は
市
で
も
保
管
し
て
い
る
。

　

②
平
成　

年
と　

年
に
要
望
し
て

１７

１８

い
る
が
、
実
現
し
て
い
な
い
。
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。

　

③
市
で
も
相
談
は
受
け
る
が
、
納

付
記
録
は
す
べ
て
社
会
保
険
庁
で
管

理
し
て
い
る
た
め
、
社
会
保
険
事
務

所
等
を
案
内
し
て
い
る
。

 
斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
開
票

事
務
時
間
短
縮
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

②
開
票
人
員
と
予
算
の
推
移
は
。

　

③
先
進
市
の
実
例
を
把
握
し
て
い

る
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

①
４

月
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
投
票
用
紙

読
み
取
り
分
類
機
を
５
台
導
入
し
、

開
票
事
務
時
間
を
短
縮
し
た
。

　

②
今
回
は
、
４
年
前
の
市
議
会
議

員
選
挙
時
に
比
べ　

人
削
減
し
て　

１０７

２７４

人
と
し
、
経
費
は
約
百　

万
円
削
減

７０

の
約
２
百　

万
円
と
な
っ
た
。

３５

　

③
自
然
に
開
く
投
票
用
紙
、
腰
を

痛
め
な
い
高
い
作
業
台
等
が
あ
る
。

年
金
の
記
録
問
題
と

市
の
対
応
に
つ
い
て

選
挙
の
開
票
に
つ
い
て

い
る
か
。

市
長　

①
条
例
制
定
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
行
政
主
導
で
な
く
市
民
み
ず

か
ら
が
自
治
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め

る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

と
い
う
考
え
に
よ
る
。

　

②
制
定
に
か
か
わ
る
庁
内
の
調
整

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

③
市
民
の
会
議
と
の
協
定
に
基
づ

き
、
検
討
作
業
の
支
援
を
行
う
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

①
今
後

２
年
の
間
に
実
施
す
る
方
向
で
検
討

す
る
の
か
。

　

②
ど
の
よ
う
な
課
題
が
解
決
し
た

ら
実
施
す
る
の
か
。

市
長　

①
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
２
年

以
内
に
開
設
と
あ
る
が
、
今
後
も
検

討
を
続
け
、
来
庁
者
が
安
心
し
て
手

続
等
が
で
き
る
よ
う
ソ
フ
ト
面
で
の

対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

　

②
来
庁
者
が
ど
の
よ
う
な
と
き
に
、

ど
の
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

る
の
か
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
可
能
な
の
か
な
ど
を
整

理
し
て
検
討
し
た
い
。

 
西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

①
税
源

移
譲
と
定
率
減
税
廃
止
の
影
響
は
。

　

②
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

保
育
料
に
与
え
る
影
響
は
。

　

③
軽
減
策
を
と
れ
な
い
か
。
納
税

通
知
書
と
一
緒
に
減
免
制
度
を
知
ら

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
税
源
移
譲
に
よ
る
実
質
的

な
影
響
は
な
い
が
、
定
率
減
税
の
廃

止
に
よ
り
負
担
が
ふ
え
る
。

市
役
所
に
保
育
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
す
る
計
画
は
実
現
を

庶
民
増
税
の
影
響
と

軽
減
策
等
に
つ
い
て

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
基
本

理
念
で
掲
げ
た
「
市
民
が
主
役
の
市

政
」
と
、「
情
報
公
開
と
市
民
参
加
」

の
進
捗
状
況
は
。

　

②
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
約
束　
５０

の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

①
前
者
は
審
議
会
等
へ
の
公

募
枠
を
拡
大
し
、
自
治
基
本
条
例
制

定
の
検
討
は
市
民
主
体
で
進
め
て
い

る
。
後
者
は
会
議
の
原
則
公
開
、
地

域
懇
談
会
等
を
進
め
て
い
る
。

　

②
市
民
と
市
長
の
対
話
集
会
な
ど

　

項
目
が
達
成
済
み
で
、
自
治
基
本

２６条
例
の
制
定
な
ど　

項
目
が
進
行
中

２３

ま
た
は
検
討
中
で
あ
る
。
実
施
不
可

能
な
項
目
は
１
項
目
で
あ
る
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

①
市
民

の
会
議
が
市
と
協
定
を
結
び
条
例
案

を
つ
く
り
、
市
が
整
え
て
議
会
に
提

案
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
手
法
を
と
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　

②
庁
内
に
設
置
し
た
条
例
制
定
調

整
委
員
会
の
役
割
は
。

　

③
市
は
十
分
に
役
割
を
果
た
し
て

市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た

施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

自
治
基
本
条
例
策
定
に
お
け
る

小
平
市
の
役
割
が
不
明
確
だ

行

政

一

般

�
市
民
の
会
議
の
様
子

�
証
明
書
自
動
交
付
機（
市
役
所
内
）

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

①
隣
接

地
権
者
と
境
界
が
確
定
し
て
い
な
い

箇
所
の
状
況
は
。

　

②
境
界
確
定
し
て
い
な
い
理
由
は
。

　

③
境
界
確
定
を
す
る
た
め
の
要
件

と
、
市
が
負
担
す
る
費
用
は
。

市
長　

①
３
月
末
現
在
、
道
路
用
地

は　

路
線
の
う
ち　

路
線
、
延
長
距

８７８

７８

離
は
約　

・
５
�
メ
ー
ト
ル
で
、
用

１２

水
路
は
約　

�
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

１３

　

②
市
が
提
示
す
る
境
界
線
の
位
置

で
は
、
当
事
者
の
土
地
の
面
積
が
減

る
こ
と
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

③
現
地
の
状
況
が
公
図
や
地
積
測

量
図
と
整
合
し
て
い
る
こ
と
で
、
す

べ
て
境
界
確
定
を
行
っ
た
場
合
、
約

２
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

市

有

地

に

お

け

る

境
界
確
定
の
実
態
に
つ
い
て

�
投
票
用
紙
読
み
取
り
分
類
機
を

使
っ
た
開
票
作
業


